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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第５期

第２四半期
連結累計期間

第６期
第２四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 11,486,208 11,263,112 26,780,888

経常利益 (千円) 329,760 155,118 996,215

四半期(当期)純利益 (千円) 185,907 90,490 555,242

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 192,287 103,853 562,250

純資産額 (千円) 3,406,331 3,820,357 3,765,635

総資産額 (千円) 14,395,946 14,237,815 14,115,074

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 94.99 43.09 273.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 23.4 26.0 26.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 175,097 △607,242 2,004,546

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △491,294 △874,063 △1,114,559

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △137,170 943,294 △1,179,142

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,130,214 756,414 1,294,425
 

 

回次
第５期

第２四半期
連結会計期間

第６期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 30.12 35.08
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済・金融政策の効果等により、企業収益の改善や設備投資の

増加等により景気は緩やかに回復しつつあります。しかしながら消費税率の引き上げ等により個人消費を取り巻く環

境は落ち込んでおり、景気の先行きは不透明な状況が続いております。　

自動車販売業界においては、消費税増税前の駆け込み需要の反動減に加え、消費マインドの低下等により、４月以

降の販売実績の減少が続いており、回復が遅れております。

このような状況下、当社グループは積極的に設備投資を行い、お客様に向けて商品やサービスの付加価値を最大化

するバリューチェーンビジネスを展開してまいりましたが、消費税増税後の物価上昇に伴う実質所得低下による買い

控え等により、売上高は112億63百万円(前年同期比1.9％減)、営業利益は1億50百万円(前年同期比57.8％減)、経常利

益は1億55百万円(前年同期比53.0％減)、四半期純利益は90百万円(前年同期比51.3％減)となりました。

セグメント毎の状況は以下の通りであります。

　①自動車販売関連事業

当セグメントにおきましては、消費税増税前の駆け込み需要の反動減により、新車販売台数は前年同期比3.8％減の

2,617台となり、中古車販売台数は前年同期比11.6％減の4,101台となりました。また、オークション市場の価格低迷

により、中古車の収益が悪化いたしました。さらに、新店舗(ホンダカーズ三重北四日市松本店・ＰＯＩＮＴ⑤四日市

松本店)のオープン及び店舗リニューアル(アウディ三重四日市)による設備投資の増加がありました。これらの結果、

売上高は109億40百万円(前年同期比2.0％減)、セグメント利益(営業利益)は2億36百万円(前年同期比44.6％減)となり

ました。

　②自動車リサイクル事業

当セグメントにおきましては、販売台数の減少により下取車等が減少した事で、使用済自動車の入庫が前年同期比

4.5％減の3,126台となり、生産台数(再資源化処理)は前年同期比2.5％減の3,950台となりました。この結果、売上高

は3億22百万円(前年同期比1.2％減)、セグメント利益(営業利益)は59百万円(19.3％減)となりました。

EDINET提出書類

ＩＣＤＡホールディングス株式会社(E27572)

四半期報告書

 3/18



 

(2) 財政状態の分析

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より1億22百万円増加し、142億37百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の減少5億38百万円、商品及び製品の増加2億91百万円、建物及び構築物の増加3億

22百万円等によるものであります。　

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より68百万円増加し、104億17百万円となりまし

た。これは主に、借入金の増加9億71百万円、買掛金の減少5億95百万円、未払法人税等の減少1億75百万円等によるも

のであります。　

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より54百万円増加し、38億20百万円となりまし

た。これは主に、四半期純利益の計上90百万円、配当金の支払1億4百万円による利益剰余金の減少、少数株主持分の

増加79百万円等によるものであります。　

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は7億56百万円(前年同期比33.1％

減)となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。　

　① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果支出した資金は6億7百万円(前年同期は1億75百万円の収入)となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益が1億60百万円、減価償却費3億11百万円等による資金の増加と、たな卸資産の増加額62百万円、仕入

債務の減少額5億95百万円、法人税等の支払額2億20百万円等による資金の減少によるものであります。　

　② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は8億74百万円(前年同期比77.9％増)となりました。これは主に有形固定資産の取得に

よる支出9億5百万円等によるものであります。

　③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果得られた資金は9億43百万円(前年同期は1億37百万円の支出)となりました。これは主に短期借入金

の増加額8億円、長期借入れによる収入6億50百万円、少数株主からの払込みによる収入79百万円等による資金の増加

と、長期借入金の返済による支出4億78百万円、配当金の支払額1億4百万円等による資金の減少によるものでありま

す。

む　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類

第２四半期会計期
間　　　　　末現在

発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,100,000 2,100,000

東京証券取引所　　
(市場第二部)　　　
名古屋証券取引所
(市場第二部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であ
ります。

計 2,100,000 2,100,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ― 2,100,000 ― 1,161,078 ― 274,848
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱エム・エフ 三重県鈴鹿市三日市町1901－５ 500,670 23.84

向井　俊樹 三重県鈴鹿市 281,430 13.40

向井　弘光 三重県鈴鹿市 272,510 12.98

ＩＣＤＡグループ社員持株会 三重県鈴鹿市飯野寺家町234－１ 158,068 7.53

向井　なよ子 三重県鈴鹿市 83,970 4.00

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21番27号 63,000 3.00

株式会社三重銀行 三重県四日市市西新地７番８号 42,000 2.00

向井　崇 三重県亀山市 40,000 1.90

向井　末安 三重県鈴鹿市 29,540 1.41

滝本　理絵 愛知県大府市 27,000 1.29

計 ― 1,498,188 71.34
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
2,098,800

20,988
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、単元株
式数は100株であります。

単元未満株式
 普通株式

1,200
―  

発行済株式総数 2,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 20,988 ―
 

(注) 単元未満株式のうち31株は、自己株式であります。　

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,364,430 826,419

  受取手形及び売掛金 355,984 342,268

  商品及び製品 2,477,776 2,769,683

  仕掛品 2,765 3,458

  原材料及び貯蔵品 45,761 22,032

  その他 287,822 363,231

  貸倒引当金 △4,199 △4,340

  流動資産合計 4,530,341 4,322,753

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,090,049 3,412,466

   土地 4,696,465 4,696,465

   その他（純額） 917,213 936,278

   有形固定資産合計 8,703,728 9,045,209

  無形固定資産 70,901 70,532

  投資その他の資産 810,103 799,319

  固定資産合計 9,584,733 9,915,061

 資産合計 14,115,074 14,237,815
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,977,290 1,381,546

  短期借入金 3,399,839 4,203,177

  未払法人税等 228,866 53,411

  賞与引当金 149,595 152,200

  その他 1,206,790 1,025,611

  流動負債合計 6,962,382 6,815,947

 固定負債   

  長期借入金 2,624,855 2,793,507

  役員退職慰労引当金 241,207 248,061

  退職給付に係る負債 471,959 511,194

  その他 49,033 48,746

  固定負債合計 3,387,056 3,601,510

 負債合計 10,349,439 10,417,457

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,161,078 1,161,078

  資本剰余金 1,148,992 1,148,992

  利益剰余金 1,406,023 1,375,210

  自己株式 △57 △57

  株主資本合計 3,716,036 3,685,223

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 14,299 20,161

  退職給付に係る調整累計額 △688 △553

  その他の包括利益累計額合計 13,611 19,608

 少数株主持分 35,987 115,525

 純資産合計 3,765,635 3,820,357

負債純資産合計 14,115,074 14,237,815
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 11,486,208 11,263,112

売上原価 9,209,808 9,217,358

売上総利益 2,276,399 2,045,754

販売費及び一般管理費 ※1  1,919,716 ※1  1,895,373

営業利益 356,683 150,380

営業外収益   

 受取賃貸料 6,028 6,000

 受取負担金 － 35,008

 受取保険金 8,724 2,820

 その他 10,144 8,576

 営業外収益合計 24,897 52,405

営業外費用   

 支払利息 44,053 37,171

 その他 7,767 10,496

 営業外費用合計 51,820 47,667

経常利益 329,760 155,118

特別利益   

 持分変動利益 － 5,400

 受取保険金 49,978 －

 特別利益合計 49,978 5,400

特別損失   

 和解金 49,998 －

 特別損失合計 49,998 －

税金等調整前四半期純利益 329,740 160,518

法人税、住民税及び事業税 128,649 46,970

法人税等調整額 8,928 15,595

法人税等合計 137,578 62,565

少数株主損益調整前四半期純利益 192,162 97,952

少数株主利益 6,254 7,461

四半期純利益 185,907 90,490
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 192,162 97,952

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 124 5,862

 退職給付に係る調整額 － 38

 その他の包括利益合計 124 5,900

四半期包括利益 192,287 103,853

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 186,032 96,487

 少数株主に係る四半期包括利益 6,254 7,365
 

 

EDINET提出書類

ＩＣＤＡホールディングス株式会社(E27572)

四半期報告書

11/18



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 329,740 160,518

 減価償却費 287,188 311,658

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,599 2,604

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,606 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 14,170

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,677 6,853

 受取利息及び受取配当金 △2,766 △2,727

 支払利息 44,053 37,171

 持分変動損益（△は益） － △5,400

 受取保険金 △49,978 －

 和解金 49,998 －

 売上債権の増減額（△は増加） 42,508 13,716

 たな卸資産の増減額（△は増加） △139,802 △62,769

 仕入債務の増減額（△は減少） 6,330 △595,743

 その他 △128,407 △231,799

 小計 467,747 △351,746

 利息及び配当金の受取額 2,766 2,727

 利息の支払額 △44,529 △37,613

 保険金の受取額 49,978 －

 和解金の支払額 △49,998 －

 法人税等の支払額 △250,866 △220,609

 営業活動によるキャッシュ・フロー 175,097 △607,242

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △75,000 △20,000

 定期預金の払戻による収入 75,000 20,000

 有形固定資産の取得による支出 △470,160 △905,809

 投資有価証券の取得による支出 △2,396 △22,343

 その他 △18,737 54,090

 投資活動によるキャッシュ・フロー △491,294 △874,063

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △191,800 800,000

 長期借入れによる収入 － 650,000

 長期借入金の返済による支出 △370,522 △478,010

 配当金の支払額 △90,150 △104,741

 少数株主への配当金の支払額 △1,170 △1,552

 株式の発行による収入 519,156 －

 少数株主からの払込みによる収入 － 79,125

 その他 △2,684 △1,526

 財務活動によるキャッシュ・フロー △137,170 943,294

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △453,367 △538,010

現金及び現金同等物の期首残高 1,583,582 1,294,425

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,130,214 ※1  756,414
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数

を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が25,123千円増加し、利益剰余金が16,305千

円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益及びセグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。

 

(四半期連結損益計算書関係)

　※１　販売費及び一般管理費のうち主なものは次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給与手当及び賞与 491,389千円 495,878千円

賞与引当金繰入額 96,080千円 99,580千円

退職給付費用 27,466千円 29,012千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,677千円 6,853千円

減価償却費 253,549千円 277,798千円

広告宣伝費 240,374千円 214,351千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 1,317,589千円 　826,419千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △187,374千円 　△70,004千円

現金及び現金同等物 1,130,214千円 　756,414千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月29日
定時株主総会

普通株式 90,150 50 平成25年３月31日 平成25年７月１日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月26日を払込期日とする有償一般募集増資による払込を受けました。この結果、当第２四半

期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ259,578千円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て資本金が1,161,078千円、資本剰余金が1,148,992千円となっております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 104,998 50 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高      

　外部顧客への売上高 11,159,422 326,786 11,486,208 ― 11,486,208

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

9,533 16,816 26,349 △26,349 ―

計 11,168,955 343,602 11,512,557 △26,349 11,486,208

セグメント利益 426,763 74,083 500,846 △144,163 356,683
 

(注) １．セグメント利益の調整額△144,163千円には、セグメント間取引消去1,153千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△145,317千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株

会社である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

 当第２四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高      

　外部顧客への売上高 10,940,366 322,746 11,263,112 ― 11,263,112

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

12,280 13,044 25,324 △25,324 ―

計 10,952,646 335,791 11,288,437 △25,324 11,263,112

セグメント利益 236,321 59,793 296,114 △145,733 150,380
 

(注) １．セグメント利益の調整額△145,733千円には、セグメント間取引消去1,785千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△147,519千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株

会社である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 94円99銭 　43円09銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 185,907 90,490

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 185,907 90,490

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,957,180 2,099,969
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成26年11月11日

ＩＣＤＡホールディングス株式会社

 取　締　役　会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社員
 公認会計士   瀧   沢   宏   光   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社員
 公認会計士   内   山   隆   夫   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＩＣＤＡホール

ディングス株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年

７月１日から平成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＩＣＤＡホールディングス株式会社及び連結子会社の平成26年９

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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